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論 文 要 旨       
 

所属ゼミ 太田 康広 研究会 氏名 王極 

（論文題名） 
中古アップルパソコンの価格構成要因分析 

 
―日本 C2C 市場を例として― 

（内容の要旨） 
本研究では、日本の人気 C2C サイトから python でスクレイピングしたデータを用い、ヘドニッ

クアプローチを用いて分析して、どの要因に中古アップルパソコンが価格影響を受けるのかを明ら

かにする。そして、「なぜ中古アップルパソコンの価格特徴が、非アップルパソコンと異なるのか」

という特殊性を探索する。 
アップルパソコンは、1984 年に発売されて以来、非パソコンとは異なり、特別の存在である。

Wintel 同盟（Windows システム＋Intel チップを搭載するパソコン）とは異なり、アップルパソコ

ンはアップルがデザインした独特なアーキテクチャのチップを使用し（2008 年−2019 年を除き）、

macOS システムを搭載していて、多くの分野でかけがえのない特性を持っている。 
筆者はアップル製品に深い興味を持っており、2017 年に上海で起業をし、中古アップルパソコン

を販売する会社を経営している。筆者の経験から見ても、アップルパソコンは一般的な PC とは異

なる特性を示している。それは、「非パソコンに比べてアップルパソコンの価格が安定しており、下

落率が低い」という特徴である。 
先行研究では、中古アップルパソコンに関する研究は、筆者の調査した限り存在していない。よ

って、中古アップルパソコンに対する価格構成要因を分析する研究は新規性があり、学術的意義が

あると考えられる。 
分析データセットは、日本の人気 C2C サイト、メルカリ社のサイトから中古アップルパソコンに

関する商品データを取得する。前処理を行った結果、使用したデータは 987 件となった。 
分析手法では、ヘドニックアプローチを用いて行う。具体的な定量分析の手法では、線形回帰分

析、ランダムフォレスト回帰分析を用いる。 
分析結果以下４点が示唆された。 
1 点目は、消費者に中古アプルパソコン価格に大きな影響を及ばす要因は「CPU の GeekBench 

Mark」である。 
2 点目は、中古アップルパソコンのハードウェアスペックのバランス性は購入者にプラスの影響

を与えている。 
3 点目は、中古アップルパソコンのメモリーサイズは購入者に影響を与えている。 
４点目は、非アプルパソコンと比べると、中古アップルパソコンの発売年数は購入者に与えた影

響は非常に少ないことが明らかになった。 
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はじめに 
 
アップルパソコン（1994 年後は Mac とも呼ばれ）は、1984 年に発売されてから、他のパソコ

ンとは違って、特別の存在である。Wintel 同盟（Windows システム＋Intel チップを搭載するパ

ソコン）[1]とは異なり、アップルパソコンはアップルがデザインした独特なアーキテクチャのチ

ップを使用し（2008 年−2019 年を除き）、macOS システムを搭載していて、デザイン、開発、ビ

デオ編集などの多くの分野でかけがえのない特性を持っている。[2] 

筆者はアップル製品に深い興味を持っており、2017 年に上海で起業をし、中古アップルパソコ

ンを販売する会社を経営している。年間 1000 個以上の注文があることで、価格、販売時間、販

売地域、モデル、各スペック、新旧状態などの詳しい情報が利用できる。 
アップルパソコンは、市場でも一般的な PC とは異なる特性を示している。例えば、アップル

パソコンは、ベンチマークの点数が同じくらいの（つまりスペックが基本的に同じ）他の PC よ

り価格が高い。中古市場においても、一般的なパソコンに比べて、アップルパソコンの価格は安

定しており、下落率が低いという特徴があると思う。 
本研究では M 社から python でスクレイピングしたデータを用い、ヘドニックアプローチを用

いて分析して、どの要因に中古アップルパソコンが価格影響を受けるのかを明らかにする。「なぜ

中古アップルパソコンの価格特徴は、他の中古パソコンと異なるのか」という特殊性を探索する。 
また、本研究の意義については、今後アップルパソコンの市場シェアが拡大し、中古品市場も

伸長していくと予測される中、この研究を通じて自社に有利な市場情報を得ることで、将来、日

本の中古アップルパソコン市場に進出する際に、一定の参考になる情報を提供することができれ

ば良いと考える。 
この文章では、第一章で研究目的と研究背景について整理する。第二章で、先行研究と研究新

規性を説明する、第三章で仮説を述べ、第四章でリサーチ・デザインを説明する。第五章は具体

的な分析データセットを説明する。第六章で分析結果を述べ、第七章で結論と今後の展望を説明

する。 
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第一章 研究背景と目的 
 
1.1 C to C 中古市場の状況 
 環境省の「中古市場規模調査報告書」によると、日本の 2020 年の中古経済市場規模はすでに

2.4兆円に達し、2025 年には 3.5兆円に達する見込みである[3]。日本 C to C 中古市場は共に急速

に成長している状況といえる。 
 
1.2 中古アップルパソコン市場の状況  
 アップルパソコンの市場シェアは年々拡大している。アップルパソコンは 2021 年に PC 市場全

体シェアの 10%を占めた。そして、北米市場においては、さらに 15%以上を占めている。[5] 
 コロナ禍で、世界のチップ減産に伴い、アップルパソコンの新製品の供給が不足し、中古アッ

プルパソコンに対する市場の需要量をさらに増やしている。[6] 
 
1.3 研究目的 
この研究を通じ、日本 C２C 市場において、どの要因が中古アップルパソコンの価格に対して

影響を与えるのか、それぞれ分析して明らかにすることができる。その過程で、当該事象が生じ

る要因を消費者に示すことによって、一定の参考情報を提供することになれば良いと考える。そ

のうえで、その結果を比較することで、中古品業者に一定の示唆を提供することで、中古品貿易

の拡大に貢献がしたい。また、この研究により、自社に有利な市場情報を得て、将来日本中古市

場に進出する時に参考となる情報を提供することになれば良いと考える。 
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第二章 先行研究と研究新規性 
 
2.1 先行研究 
まず、国内、海外双方において、中古アップルパソコンに関する価格構成要因分析について過

去に行われた例を調べたが、筆者の調べた限りでは存在しなかった。 
一方で、中古 PC 以外の価格構成要因分析については、国内の自動車市場やスマートフォン市

場を中心に研究が多く見られる。 
田中、富田、後藤（2008）では、軽自動車の中古市場を対象とし、中古車から得られているベ

ネフィットと割安感、割高感の関係性を明らかにしている。分析方法としては、数量化 3 類と回

帰分析を用いている。結果として得られる要因については、価格プレミアムに影響を与えている

「感情」を取り上げている。[7] 
榎本（2018）は、ヘドニックアプローチを用いて、中古 iPhone を代表とした中古スマートフ

ォンに対して、価格構成要因分析を行った。回帰モデルの比較として、事業者の買取価格モデル

と消費者の売却価格モデル、および消費者の購入価格モデルと事業者の販売価格モデルを比較し

ている。結果として、ネットワーク利用制限や SIM ロックについて、消費者と事業者に乖離があ

るということを示唆している。[8] 
ノートパソコンに関する実証研究も存在する。前田、長岡（2013）は、ヘドニックアプローチ

を用いることで、ノートパソコンの技術進歩とその源泉について、分析をしている。その中で、

ノートパソコンを種類ごとに分け、その種類ごとに技術進歩の方向性が異なってきていたという

ことを示している。 
次に、中古 PC に関する研究について、牧田（2019）では、ヘドニックアプローチを用いて、

機械学習も含めた現代的な手法による中古 PC の価格構成要因を分析している。線形回帰分析の

結果として、中古 PC に対して購入者に明示されていない CPU のスペックが、正の影響を及ばし

ていることが示された。ランダムフォレスト回帰分析を行った結果も同様に、CPU の Benchmark
が価格に正の影響を与えることを推察できる結果となった。 
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国内の先行研究を、表 2.1 のようにまとめた。表を見ると、中古アップルパソコンに対する価

格構成要因を分析する研究は新規性があり、学術的意義があると考えられる。 
 

表 2.1 先行研究マップ 

 
 
2.2 中古アップルパソコン市場の特殊性 
 アップルパソコンの特性は他の PC と異なり、価格構成が他の PC と大きく異なる可能性があ

る。また、中古市場では、一般的なパソコンに比べてアップルパソコンの価格は安定しており、

下落率が低い。例えば、W 社が販売した、2020モデルの m 1 チップのアップルノートパソコン

に関する中国中古市場での価格は、2021 年 1月から 2022 年 1月までの間、わずか 5%程度しか

下落をしていない。通常、他のブランドのノートパソコンであれば、発売後、中古品価格の毎年

の下落率は、15-30%に達する。 
中古アップルパソコンの価格構成要素を独立で研究することで、「中古アップルパソコンの価格

特徴がなぜ他の中古パソコンと異なるのか」という特殊性を探るのが、本研究の目的の一つであ

る。 
 
 
 

  価格構成要因分析（統計的手法） 

PC 以外の中古市場 
中古車（田中,富田,後藤(2008)) 
中古 スマートフォン（榎本(2017)) 

PC 市場 ノートパソコン（前田、中岡(2013)) 

中古 PC 市場 中古パソコン（牧田（2019）） 

中古アップルパソコン市場   
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第三章 仮説 
 
本研究では下記の研究仮説を設定する。  
 
仮説１：中古アップルパソコンの価格構成の一番大きな影響要因は「発売から経過した時間の

長さ」にあるのではなかろうか。実際、「発売から経過した時間の長さ」は、中古アップルパソコ

ンの価格にマイナスの影響を与えている。 
一般中古 PC の価格影響要因は「CPU の Benchmark」となっているが、アップルパソコンの

影響要因は、「発売から経過した時間の長さ」であると考えられる。なぜならば、アップルパソコ

ンのハードウェア（CPU）はより標準化がなされており、Benchmark になり得ないからである。

また、アップルパソコンのハードウェアはより標準化されており（2022 年モデルでは、ラインナ

ップのおよそ 5/6 のモデルは同じM1 アーキテクチャプロセッサを使用している）、アップルとソ

フトウェア開発者にとって、標準化されたハードウェアに対して、システムとソフトウェアを設

計するのはより容易になっている。このため、Apple は Mac に 7 年間ものソフトウェアアップデ

ートサポートを提供している （2022 年に購入した Mac の場合、Apple は 2029 年までソフトウ

ェアを更新することを保証している）。したがって、中古市場でのアップルパソコンの価格はより

安定していると同時に、消費者はパソコンのスペックに対する関心を減らし、その製造年限に注

目する結果となっている。このことこそが、「製造年限」が中古アップルパソコンの主要な影響要

因となっていることの現れである。 
これに対して、一般的な PC は通常Windows システムを使用する。多数のメーカーとさまざま

なデザインが存在するため、Microsoftや他のソフトウェア会社がすべてのメーカーのコンピュー

ターを考慮してソフトウェアを設計しており、それらを最適化することは困難である。したがっ

て、スペック水準の代表とする CPU Benchmark が高いほど、ユーザーエクスペリエンスは向上

する。そのため、一般的な中古 PC の価格形成に影響を与える主な要因は、「CPU Benchmark」
となっている。 

 
仮説２：「アップルパソコンの主要スペックのバランス性」は、中古アップルパソコンの価格に

プラスの影響があると想定されている。 
 
仮説３：「毎年６月の WWDC アップル開発者大会での新ハードウェアの発表」は、中古アップ

ルパソコンの価格にマイナスの影響があると想定されている。 
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第四章 リサーチ・デザイン 
 
本研究では、日本国内の C to C 市場から得たデータを使用し、計量経済学のアプローチで実証

研究を行う。 
 
4.1 分析データセット 

分析データセットは、日本の人気 C2C サイトであるメルカリ社のサイトから、中古アップルパ

ソコンに関する商品データを用いる。前処理を行った結果、使用したデータは 987 件となった。

具体的なデータセットの説明は第五章で説明する。 
 

4.2 分析手法 
分析では、ヘドニックアプローチを用いて行う。 
ヘドニック（Hedonic Approach）アプローチとは、商品を「情報の束」だと考え、それを構成

要因に分解することにとって、それぞれの構成要因がどのように商品について影響を与えている

かを分析する手法である。具体的には、以下の数式で表れる。[9] 
 

商品の価格＝α+Σ係数 i ×商品特性 i 
  

ヘドニックアプローチの理論的基礎として、Rosen（1974）にとって説明されている。Rosen
によると、ヘドニック価格は属性で示唆された価格と定義されており、差別化された製品とそれ

らに関連した観察された価格から、明らかになる。属性を持った財の均衡化状態の価格は需要サ

イド、供給サイド双方の効用関数を最大化するため、商品の価格が各属性の束となって表れる。 
一般的に線形回帰分析は以下の式になる。 
 

 

 

 
本研究に用いる具体的な定量分析の手法では、線形回帰分析を用いることと想定されている。 
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第五章 分析データセット 
 
この章では本研究で用いた分析データについての項目と概要について説明する。 
 
5.1収集対象と前処理 
本研究に用いるデータはメルカリのサイトから、「販売された MacBook Pro」を対象として、

検索する。サーチキーワードは“MacBook Pro”、リミット条件は“新しい順”、“販売された”と

なる。 
収集した日時は 2022 年 8月であり、取得した原始データは 11332 件となる。データの一部欠

損値とロジックに合わないデータを削除した。処理したデータは 987 件となる。 
 
5.2 データ項目 
 
本研究では、価格を被説明変数として、９つの説明変数を設定した。その中、バランス性変数

x９では、アップルパソコンの三つの主要スペックを選んで、それぞれ 0−1 正規化し、以下の数

式で表示する。 
 

 
 
バランス性=x9、正規化した CPU ベンチマーク=x1’、正規化したメモリー=x2’、正規化した

ディスク=x3’、０に近つくと、バランス性が良い。 
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表 5.１は各データ項目、データ区分と具体例の説明と基本統計量になる。 
 

表 5.1 各データの説明と基本統計量 
 

 デ ー タ

区分 
具体例 mean std min 25% 50% 75% max 

Price 連続値 
50,000 円

200,000
円 

97351.73  71617.22  8500 50000 79800 123000 534800 

Geekbench 
Mark 

連続値 
19,271,6
23 

4466.16  2731.97  1056 1927 3897 6494 12200 

Memory 連続値 8,16 17.09  10.23  4 8 16 16 64 

Disk 連続値 256,512 536.28  448.86  128 256 512 512 4000 

Color 離散値 
グレー、

シルバー 1.49  0.50  1 1 1 2 2 

Screen 連続値 13.3,15.6 13.78  1.14  13 13 13 15 17 

launch 
time 

連続値 1 年、3 年 4.20  2.48  1 2 3 6 11 

sales time 連続値 
30 日、50
日 

47.86  29.72  3 20.5 46 74 104 

conference 
time 

連続値 
10日,-15
日 

44.14  29.72  -12 18 46 71.5 89 

balance 連続値 1,0,0.5 0.35  0.27  0.00  0.18  0.27  0.46  1.21  

 
以下は各データの詳細。 
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5.3 要約統計量 
 
以下に一部の説明変数に関する要約を示す。 

 

  
図 5.2.1 中古アップルパソコンの価格の分布 

 
図 5.2.1 は中古アップルパソコンの価格に関するグラフである。グラフを見ると、大半の商品

の価格は 10 万円以内に収束している。一方で、40 万から 50 万の高い値段の PC も存在してい

る。非アップル中古パソコンと比べると、中古アップルパソコンの値段は著しいが高いことがわ

かる[10]。 
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図 5.2.2  CPU Mark の分布 

 
図 5.2.2 は中古アップルパソコンの CPU の Geek BenchMark の分布グラフである。CPU の

Mark は大半 5000 以内収まっている。12000 の近くは一部極端値が存在しており、8000 から

11000 の間に断層が現れている。原因は 2020 年以降搭載したアップル社の M1 チープの性能は

以前の Intel チープより著しい高いと考えられる。 
 

   
図 5.2.3 メモリーの分布  

 
図 5.2.3 は、中古アップルパソコンのメモリーサイズの分布グラフである。メモリーサイズの

大半 16GB 以内収まっている。64GB の近くは、一部極端値が存在している。非アップルパソコ

ンと比べると、アップルパソコンのメモリーサイズの分布は 8、16、32 などの固定値が多い一方

で、その間に 12、20 などの値がほとんどない。その原因は、アップルパソコンのメモリーはカ

スタマイズ不可という特定が存在するためだと考えている。 
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 図 5.2.4  ディスクの分布 

 
図 5.2.4 は、中古アップルパソコンのディスクサイズの分布グラフである。ディスクサイズの

大半 512GB 以内収まっている。1000GB と 2000GB の近くは一部極端値が存在している。 
  

   
図 5.2.5 スクリンサイズの分布 

 
図 5.2.5 は、中古アップルパソコンのスクリンサイズの分布グラフである。13 インチ以下に、

一番大きな山が存在する。アップルパソコンの MacBook Pro を購入する消費者は、携帯性を重視

すると考えている。今回収集したデータセットの特徴の一つとして、価格が高いモデルの大半は

2020 年以降の M1 シリーズチップを搭載している 13 と 14 インチのモデルである。一方で、15
と 16 インチのモデルは 2019 年以前の Intel チップを搭載した古くて、安いモデルである 
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図 5.2.6 発売された時間の分布   

   
図 5.2.6 は、中古アップルパソコンの発売から経過した年数の分布グラフである。メルカリ社

のサイトで販売された中古アップルパソコンの年式数は、3 年周辺に固まっていることが図表か

らわかる。図表から見ると、5 年から 6 年を使用したアップルパソコンの購入者も多いと見られ

る。つまり、5・6 年使用したアップルパソコンのコスパが良いことが推察される。 
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図 5.2.7 主要スペックのバランス性 

 
 
図 5.2.7 は、中古アップルパソコンの主要スペックのバランス性の分布グラフである。大半の

中古アップルパソコンのバンランス変数は、0.4 以下と見てとれる。 
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第六章 分析結果 
 
6.1 線形回帰分析と結果 
 

6.1章では、4章で説明した分析手法を用いて、線形回帰分析を行う。 
この章で行った線形回帰分析に関して、非説明変数は価格、説明変数はそれぞれ、CPU の Geek 

BenchMark、メモリーサイズ、ディスクサイズ、色、スクリンサイズ、発売から経過した年数、

販売されたから経過した日数、販売された時間と WWDC2022 年の時間差の日数、バランス値と

なる。 
線形回帰分析の結果は、以下のようになった。 
 

表 6.1.1 線形回帰分析の結果 
 

  coef std err t P>|t|   

const 3.2684 2.647 1.235 0.217   

Geekbench 

Mark 
23.5603 1.172 20.102 0.00  *** 

Memory 2050.3048 136.466 15.024 0.00  *** 

Disk 24.3881 3.084 7.909 0.00  *** 

Color 1397.9294 1922.048 0.727 0.467   

Screen -3402.322 1073.829 -3.168 0.002 ** 

launch time -266.3147 646.078 -0.412 0.68   

sales time 86.8555 139.812 0.621 0.535   

conference 

time 
80.6775 138.33 0.583 0.56   

balance -4.95E+04 9303.541 -5.321 0.00  *** 

 
 
 
表を見ると，x1 CPU の Geekbench Mark、x2 メモリーサイズ、x3 ディスクサイズ、x5 スク

リンサイズ、x9バランス性変数の P値が 0.05 以下となり有意となった。 
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中古アップルパソコンの CPU パフォマンスは、購入者に影響を与えていることがわかる。ア

ップルパソコンの Geekbench Mark の数値は 1 上昇すると、中古アップルパソコンの値段が 23
円上昇する。すなわち、中古アップルパソコンのスペックバランス性は、購入者にプラスの影響

を与えていることがわかる。 
次に特徴として、中古アップルパソコンのメモリーサイズは、購入者に影響を与えていること

がわかる。アップルパソコンのメモリーのギガ数が 1 上昇すると、中古アップルパソコンの値段

が 1694円上昇する。 
そして、中古アップルパソコンのハードディスクの容量は購入者に影響を与えていることがわ

かる。アップルパソコンのハードディスクのギガ数は 1 上昇すると、中古アップルパソコンの値

段が 31円上昇する。 
また一方で、中古アップルパソコンに関する「発売から経過した年数」については、関連性が

少ないということに、注意が必要である。 
 

6.2 線形回帰分析結果の評価 
  
この章では、まず、無作為抽出で訓練データを 8割、テストデータを 2割に分ける。そして訓

練データに対して、線形回帰を行い、その結果をテストデータに用いて価格を予測する。その結

果に対し、二乗平均平方根誤差（RMSE）、平均絶対パーセント誤差（MAPE）、決定係数 R2、
三つの指標を用いて、回帰分析で得られたモデルの適合の良さを評価する。 

RMSE は、観測値を ai (i = 1, 2, 3, ..., n)、モデルから計算した計算値（予測値）を fi とする

と、次の式によって定義される。 
 

 

 
RMSE予測精度は、0 に近いほど高い。観測値と計算値（予測値）が近づくほど、RMSE は小

さくなる。逆に、観測値と計算値（予測値）が遠くなると、RMSE が著しく増える。そのため、

外れ値が含まれると、観測値と計算値（予測値）の差が大きく離れるため、RMSE が著しく大き

くなる。このことから、RMSE は外れ値の影響を受けやすいといわれている。 
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一方で、平均絶対パーセント誤差MAPE は、トレンドの推定などの統計学の予測手法の予測精

度を測る指標である。通常はパーセントで精度を表現し、以下の式で定義される。 
 

 

 
 ai は実測値で、fi は予測値である。ai と fi の差を ai で割る。この計算の絶対値を求め、すべ

ての予測点について絶対値を求めていく。そしてそれらを合計し、予測値の数 n で割る。最後に

100 を乗じることでパーセント単位にする。予測精度は 0％に近いほど高い。 
 

 
表 6.2.1 線形回帰分析の決定係数 R2 

 
OLS Regression Results 

Dep. Variable: y 

Model: OLS 

Method: Least Squares 

R-squared: 0.87 

Adj. R-squared: 0.869 

F-statistic: 653.6 

Prob (F-statistic): 0 

Log-Likelihood: -9132.8 

AIC: 1.83E+04 

BIC: 1.83E+04 

 
表 6.2.2 線形回帰分析の RMSE と MAPE 

 

RMSE 27451.871 

MAPE 0.26 

 
 線形回帰分析の決定係数 R2、RMSE と MAPE の結果は、表 6.2.1 と表 6.2.2 のようになった。

線形回帰分析の決定係数である R2 は 0.87 となり、適合性が高いと思われる。RMSE は価格変数

の極端値が存在する影響もあり、数値は先行研究より高い。この点、予測能力の改善が期待され

る。MAPE は 0.26 であり、予測精度は高いと考える。 
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第七章 結論と今後の展望 
 

本研究では、統計的手法を用いて、中古アップルパソコン市場に関する定量的な知見を獲得し

た。ヘドニックアプローチの中で、線形回帰分析、ランダムフォレスト回帰分析を用いて分析を

行った。 
分析結果によると、以下の結論が獲得した。 
中古アップルパソコンの価格構成の一番大きな影響要因は、「CPU のベンチマーク」である。 

「 CPU のベンチマーク」は、中古アップルパソコンの価格にプラスの影響を与えている。そし

て、中古アップルパソコンのハードウェアスペックのバランス性は、購入者にプラスの影響を与

えている。中古アップルパソコンのメモリーサイズは購入者に影響を与えていることがわかる [10]。 
この三つの特性が存在する原因として、おそらくアップルパソコンは、ユーザ自らハードを取

り付ける（すなわち「アップグレードできない」）という特性の影響を受けていることが考えられ

る。なぜならば、PCや一般的なノートパソコンとは異なり、2011 年以降のアップルパソコンは、

CPU がもちろん、メモリー、ディスクなどのハードを取り付けるのは基本的に不可能だからであ

る。 
その他については、アップルパソコンは、発売年数が購入者に与えた影響は少なくなっている。 
この原因として、おそらく、アップルパソコンのハード更新スピードが非アップルパソコンよ

り遅いことが考えられる。アップルパソコンは、毎年最新の Intel や AMD の CPU を搭載して、

基本的に毎年バージョンアップをする HPや Dell のパソコンとは違い、たとえば、アップルパソ

コンの入門グレードノートパソコン MacBook Pro 13 inch は、2020 年から発売した後、一貫し

て M1 CPU を搭載し続けている。こういった特性もありで、中古市場において、アップルパソコ

ンの値段は下がりにくくなっている。 
本研究の限界として、まず、メルカリの API の制限によって、一回 100ページのデータしか収

集できていないことが挙げられる。将来、機械学習などの手法で、長期的に複数のデータを収集

することができれば、モデルの予測精度の改善がみられるであろう。 
そして、今回の説明変数は絶対価格である。今後に絶対価格でなく、発売価格との相対価格に

よる分析をできれば、下落率などの問題の解明が見られるかもしれない。 
また、本研究は特定の販売サイトのデータセットを利用して成されたものであることから、他

のサイトや、フリマなどの中古市場において、一般化出来るかどうか疑問が残る。 
最後に、本研究は日本国内市場に限られている点が挙げられる。そして、自社のデータは販売

者側の B2C データから、C2C 市場から得られたデータとの比較は無意味になった。自分の経験

から見ると中古アップル製品市場は意外とグローバル化なビジネスである。もし海外の C2C デー

タをもらえば、社会、業界に貢献できる研究になるかもしれない。 
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